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in wild chimpanzees-repertoire and therefわre,the






































































































































































































































2) 西村剛,堺田穣 (2003)形態特性からみたサル ･類

















































































































































































Pondaungia from central Myanmar. Tnternationat

























23)Ueno, A., Matsuzawa, T. (2002) Chimpanzee
-69-


















































































































































































chimpanzeecognition(チンパンジーの トー クン使用 :コ
ンピューターを用いたチンパンジーの認知機能の測定)
MauraLuciaCeliCunha(課程):cognitionandbehaviour
orcaptivechimpanzeesintoolusecontexts(道具使用場面
における飼育下チンパンジーの認知と行動)
友永(外岡)利佳子(論文):UseorTわolsfわrDrinkingby
Chimpanzees(Pantroglodytes)intheWildandCaptivity(チ
ンパンジーの水飲みにおける道具使用:野外突放と飼育
下実験)
京都大学修士 (理学)
大薮由美子:近放地方から初めて出土した骨損傷を残す
弥生時代人骨-奈良県,四分追跡一
久能 玲子:運動情報を手掛りとした図形弁別課題遂行
中の視覚前野のニューロン活動
分岡 康治 :情動刺激に対する日経神経応答の解析
香田 啓貴:音声交換の不成立時に見られるニホンザル
の音声強調
泊 賢一朗 :ニホンザルの集団迫伝学的研究
中島 野恵:チンパンジー乳児における音声に対する応
答の発達的変化
深谷 もえ :幸島のニホンザルにおける採食戦略
4.外国人研究員 ･研究生
外国人研究員
氏名 :sachithananthamSrikantha
(刈ランカ民主社会主義共和国)
受入教官 :松林清明
研究課題:サルの超日リズム及び短日リズムと夢遊病に
関する比較研究
招-い期間 :2002年6月 1日～2003年3月31日
ー71-
